
・道内の建設廃棄物は、再資源化が進んでいますが、

依然として産業廃棄物の最終処分量の中で大きな

割合を占めています。さらにリサイクルを推進し、

建設廃棄物の最終処分量を削減する社会的な仕組

みづくりが求められています。

・本研究では、上川管内を事例にして、建設廃棄物

の発生・処理の実態を把握し、リサイクル率向上

のため、建設廃棄物処理における課題を明らかに

することを目的とします(図１)。

本研究の成果は、令和5～6年度に循環資源利用促進特定課題研究開発基金事業で実施する「最終処分量を

削減するための建築材料・工法の検討」で、課題設定・技術検討を行う際の知見として活用されます。

表１ 廃棄物種類ごとの処理状況（ヒアリング調査）

令和3～4年度 公募型研究

最終処分ゼロを目指した建設廃棄物の発生実態に関する調査

背景と目的

成果の活用

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究本部 Building Research Department, HRO

図３ 上川管内で排出された建設廃棄物の流れ

１．建設廃棄物の実態調査
・電子マニフェストによる建設廃棄物の処理状況の調査
・建設廃棄物の廃棄物処理事業者へのヒアリング調査

２．建設廃棄物のリサイクルを高めるための課題の検討
・１．の実態に基づくリサイクル率向上に向けた課題の抽出
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図２ 上川管内の建設廃棄物の属性と運搬距離

Ａ．上川管内の建設廃棄物の処理状況の把握

・全道の電子マニフェスト（令和2年度分）から、

上川管内で排出された建設廃棄物の種類、運搬場

所、処理方法ごとに排出量を集計し、上川管内の

建設廃棄物の処理状況を把握しました(図２,図３)。

・上川管内の建設廃棄物は、近隣の最終処分場、ま

たは遠方にリサイクルや中間処理のため運搬され

る場合が多いことがわかりました。

成 果

B．上川管内の建設廃棄物処理の実情把握

・道内の中間処理・最終処分事業者を対象にヒアリ

ング調査を行って、上川管内を含む全道における

廃棄物処理の実情を把握しました（表１）。

・上川管内では、事業者がリサイクルを行うために

は、限られた処理費用で、分別の徹底や札幌圏へ

の運搬を実施する必要があり、分別が困難な建材

は、そのまま最終処分されることがわかりました。

C．リサイクル率向上に向けた課題の抽出

・建設廃棄物処理の実態から次の課題を示しました。

1)社会的な仕組みで対応すべき課題

・上川管内で中間処理施設の拡充・体制の構築

・第二次産業の振興、製造業の誘致によるリサイ

クル製品の受入れ先と受入れ量の拡大

2)建築技術が対応すべき課題

・分別解体，選別処理の負担を軽減するための建

設段階における技術開発
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